
 

 

 

 

 

 

 

 ｐｏｐＬＡソフトウエアの解析に関して 

 

 

 

 

 

 

 

 ｐｏｐＬＡのＨｅｒｍｏｎｉｃ法ではＯＤＦ解析時作成される完全極点図ＦＵＬと 

 再計算極点図ＨＰＦがある。 

 

 

 

 ｄｅｆｏｃｕｓデータから計算結果を評価すると、 

 再計算極点図として扱うのであれば、ＨＰＦが良いと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

    ２０１９年１０月１０日 

    ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

 

 

 

 

 

 



概要 

 ｐｏｐＬＡのＨｅｒｍｏｎｉｃで解析するとα範囲が７５度ではＲｐ％が小さく計算される事がある。 

   このチェックを行ってみる。 

使用するデータ 

 ＬａｂｏＴｅｘでＢｒａｓｓ，Ｃｕｂｅ，Ｃｏｏｐｅｒ，ＢｒａｓｓのＶＦ％を１０％として 

    極点図を作成、ｄｅｆｏｃｕｓを評価する場合、ｒａｎｄｏｍ量が多いほど評価しやすい。 

  

 この完全極点図からα範囲７５度８０度を作成 

  

 

  

 

このデータに逆ｄｅｆｏｃｕｓ操作を行い、ｐｏｐＬＡで解析を行いＲｐ％で結果を評価する。 

 

 

 

 

 

 

 

 



α範囲７５度 逆ｄｅｆｏｃｕｓ（Ｒｅｖｅｒｓｅｄｅｆｏｃｕｓ） 

 

 

 逆ｄｅｆｏｃｕｓ処理ファイル 

 

 正常データ ＯＤＦ解析結果では入力された極点図から矛盾のない極点図が計算される 

 

ＴＸＴ２の場合、ファイル名の長いデータを RecalculatedPoleFigure，短いデータを normalizedPoleFoigure 

 



  

   normalizedPoleFoigure RecalculatedPoleFigure 

ＯＤＦ解析した結果は矛盾がなく、normalizedPoleFigureは defocusが含まれているので、 

ＶａｌｕｅＯＤＦＶＦデータの右側が下がります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



α範囲７５度 逆ｄｅｆｏｃｕｓ（Ｒｅｖｅｒｓｅｄｅｆｏｃｕｓ） 

  

 

  

 

 

 ｐｏｐＬＡｓｗＯＤＦ解析した結果のＲｐ％は図の右側が下がる事になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



α範囲７５度データをｐｏｐＬＡ Ｈｅｒｍｏｎｉｃで解析 

ＲＡＷとＦｕｌで比較 

  

 ｄｅｆｏｃｕｓの含まれるデータを忠実にトレースしているだけで本来の解析結果ではない 

ＲＡＷとＨＰＦ（ ）で比較 

  

 ｄｅｆｏｃｕｓが検出される。この事からＨＰＦが再計算極点図と考えられる。 



α範囲８０度データをｐｏｐＬＡ Ｈｅｒｍｏｎｉｃで解析 

ＲＡＷとＦｕｌで比較 

 

ＲＡＷとＨＰＦ（ ）で比較 

  

 

 



実際の測定データで説明 

測定データ 

 

 

ＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅ２ソフトウエアで極点データ処理 

 バックグランド除去、計算ｄｅｆｏｃｕｓ補正＋再ｄｅｆｏｃｕｓ補正 

 

 

ＰＦｔｏＯＤＦ３ソフトウエアで１／４対称処理とｐｏｐＬＡ入力データ作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ｐｏｐＬＡのＨｅｒｍｏｎｉｃ処理 

ＲＡＷ－ＦＵＬをＶａｌｕｅＯＤＦＶＦで表示 

 

ＲＡＷ－ＨＰＦをＶａｌｕｅＯＤＦＶＦで表示 

  

 



入力極点図 

 

 

ＦＵＬ極点図 

 

 

ＨＰＦ極点図 

 


